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2013年度の最終号となる今月号は普通号であるため，投稿論文等の分野は多岐に亘り，
本学の教員の研究の縮図のようにも見える。大学の紀要は，一般に全国の大学や図書館等に
配布されており，その内容から，発行元であるそれぞれの大学で行われている研究状況を垣
間見ることができる。本学の「学苑」の掲載論文等は，一応ピアレビューを経て掲載される
ことになっている。しかし，審査の厳格さは学科分野によって必ずしも一定していないと
いう若干のゆるさを含んでいる。従って，業績にはいわゆる「審査付き論文」として表記で
きないという点で，分野によっては，学外の学術論文誌に掲載された論文より1ランク軽く
扱われることになる。学外の学術論文誌に掲載される論文となると，新しい知見を報告する
につけても，曖昧な議論は許されず可能な限り分析，追求した上で結論を得た形をとる必要
がある。学会誌にも速報やノートといった区分も設けられているが，特に「学苑」のような
大学紀要の場合，まとまりかけた研究成果を，まずは中間的に報告したい場合も研究ノート
や資料などの形で投稿することが可能である。この場合でも一定の形式やレベルを保ってい
ることが前提であるが，そういう意味で，萌芽的な研究や小さいテーマの研究の成果を発展
させる途中で報告できる機会ともなる。
「学苑」に投稿する際，国立情報学研究所電子化公開対象資料として提供することの許諾
の可否を尋ねられ，多くの投稿者が許諾していると思う。情報公開を許諾された論文や報告
は，図書館のトップページからアクセスできる（論文検索の）CiNiで検索すれば学内外の誰
でも読むことができる。私も研究を進めるなかでweb上の検索をかけて先行研究や，実験
手法の詳細を調べる時，紀要論文も参考になることがしばしばある。このように紀要論文も
やはり研究者相互の手軽な情報提供として役に立っていると思う。そのような意味からも，
大学教員はこまめに紀要にも投稿するべきであり，そして当然のことながら，学外の学術雑
誌への投稿にも努めるべきである。
一方，昨年の本学の科研費の申請件数は，近年に比べ減少した。18歳人口が減少し，大
学の教育改革が叫ばれる中で，大学間でも競争が激しく，新しい事業を次々と計画実施す
る必要が生じている。従って，教員はますます忙しくなり，研究時間の捻出に苦労されてい
る方が多いのではないかと推察する。私の所属学会でも年々研究発表の件数が減少している
感があり，一部の研究拠点となる大学を除いて，全国的に大学は同様な状況にあるのだろう。
大学と高校の教育の違いは，大学では教育と研究は両輪であることにある。授業を行うにあ
たりスキル向上も重要なことであるが，授業を魅力的にするのは，教授法のスキルだけでは
なく，教員のそれぞれの分野における深い興味や研究への情熱が必要だと思う。近年，大学
教育を通じて学生の社会人基礎力の向上が求められているが，大学には，学生の知的精神
的成長を促すために工夫された教育内容とともに，教員の高い研究能力も必要だと思う。厳
しい社会情勢の中，我々教員は底力のある，質の高い大学を目指して，学生の教育に励みな
がら，研究も地道に継続することが必要である。そのような中での「学苑」は，本学教員の
研究活動を後押しする役割の一部を担っている。「学苑」の内容をリポジトリとしてweb上
でも公開する計画が現在進行中である。このリポジトリにより，「学苑」に掲載された研究
成果が，より多くの学生や学外の研究者の目に触れ，有用な情報源の一つとなることを願う。
（小原奈津子）
